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平成26年７月31日～８月２日　於・建長寺（鎌倉）

「仏法を信じない人は、仏法を病気のようにきらうものである。ご法
話を聞いていて、ああ気づまりだ、はやく終わればよいのにと思う
のは仏法をきらっているのではないか」
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私
た
ち
が
所
属
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西

本
願
寺
）
は
、
本
年
六
月
六
日
、
本
山
本
願
寺
に

お
い
て
宗
祖
親
鸞
聖
人
以
来
、
歴
代
宗
主
（
門
主
）

に
よ
っ
て
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

ご
法
義
・
お
念
仏
の
法
統
が
第
二
十
五
代
大
谷
光

淳
門
主
に
継
承
さ
れ
代
替
わ
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
表
明
す
る
「
法
統
継
承
式
」
が
執

り
行
わ
れ
、
宗
門
は
新
し
い
時
代
を
む
か
え
ま
し

た
。

　
一
方
、
築
地
本
願
寺
で
は
六
月
二
十
九
日
「
承

元
の
法
難
」
で
、
越
後
に
流
罰
と
な
っ
た
親
鸞
聖

人
が
赦
免
後
、
建
保
二
（
一
二
一
四
）
年
に
妻
の

恵
心
尼
公
と
子
供
達
を
伴
っ
て
、
関
東
の
地
に
草

庵
を
結
ん
で
京
都
に
帰
洛
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
十

年
間
、
関
東
各
地
に
専
修
念
仏
の
教
え
を
広
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
中
で
、
現
在
の

 

本
願
寺
派
門
徒
宗
会
議
員（
長
照
寺
総
代
・
同
門
信
徒
会
副
会
長
）

　
　
　
　

 

桑
原　

明
文

浄
土
真
宗
の
礎
を
築
か
れ
た
聖
人
の
関
東
伝
道
か

ら
八
百
年
を
迎
え
、
慶
讃
法
要
も
営
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
加
え
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
親
鸞
聖
人

誕
生
八
五
〇
年
を
迎
え
、
そ
の
計
画
・
立
案
の
検

討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
社
会
状
況
を
見
ま
す
と
、「
核

家
族
化
・
人
口
の
流
動
化
・
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
」

と
い
っ
た
地
域
社
会
は
今
大
き
く
変
化
し
、
一
宗

門
で
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

最
近
で
は
門
信
徒
の
寺
離
れ
が
顕
著
に
な
り
、

「
家
族
葬
・
樹
木
葬
・
直
葬
・
寺
じ
ま
い
・
墓
じ

ま
い
」
と
言
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

　

九
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
七
回
臨
時

宗
会
に
お
い
て
、
ご
門
主
様
は
ご
教
辞
で
ま
ず
現

代
を
「
同
じ
場
所
で
代
々
生
活
し
仏
事
が
家
庭
の

中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
時
代
と
は
異
な
る
」
と

指
摘
さ
れ
、「
近
い
将
来
み
教
え
伝
え
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
お
寺
が
少
な
く
な
い
、

そ
の
こ
と
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
説
か
れ
た
浄
土
真

宗
の
み
教
え
と
、
本
山
本
願
寺
を
次
世
代
へ
伝
え

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
危
機
感
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
宗
門
が
時
代
の
変
化
に
相
応
し

て
変
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

本
願
寺
派
の
宗
会
は
、
二
〇
一
二
年
時
代
の
変

化
に
対
応
す
べ
く
、
基
本
法
規
の
改
正
を
六
十
年

ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
改
正
し
て
二
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
地
域
で
は
「
法
規
は
変
わ
っ
た
が

本
当
に
変
わ
っ
た
の
か
」と
い
う
声
も
囁
か
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
本
年
執
り
行
わ
れ
た
「
法
統
継
承
式

な
ら
び
に
慶
讃
法
要
を
ご
縁
と
し
て
、
僧
侶
と
門

信
徒
が
一
体
と
な
り
、
宗
門
の
現
状
を
真
摯
に
受

け
止
め
危
機
感
を
も
っ
て
「
ご
法
義
繁
昌
と
宗
門

の
興
隆
、
そ
し
て
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
お
互
い
が

精
一
杯
汗
を
流
す
べ
く
決
意
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌
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長
照
寺
門
徒 

 

久
原　

誠
仁　

 

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
～
八
月
二
日

⋮
鎌
倉
市
・
建
長
寺
他

お
寺
の
臨
海
学
校
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会
）
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活
動
報
告

平
成
二
十
六
年
度
上
期

花
ま
つ
り
「
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
二
十
六
年
四
月
六
日　
　

･･･

五
〇
余
名

◆
お
参
り
後
、
バル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ

   

ス
ト
世
界
一に
な
ら
れ
ま
し
た
、

   「
瞳 （
ひ
と
み
）」 

さ
ん
に
よ
る

   

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

   

し
た
。

第
三
十
九
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

                  

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日

                            ･･･

大
熱
海
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　

優　

勝　

杉
山　

茂 

さ
ん

　
　
　

準
優
勝　

鈴
木　

真
由
美 

さ
ん

　
　
　

第
３
位　

藤
澤　

直
樹 

さ
ん

第
十
回
門
信
徒
会
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

     

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日

          ･･･

ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
み
し
ま

門
信
徒
会
定
期
総
会   

平
成
二
十
六
年
五
月
六
日････

五
〇
余
名

◆
お
か
げ
様
で
、
各
議
案
と
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
東
組
組
会
・

　
　
　

総
代
研
修
会

                        

平
成
二
十
六
年
五
月
八
日  

                          ･･･

寳
福
寺
（
下
田
市
）

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
研
修
会  

 　
　
　

                           

平
成
二
十
六
年
五
月
十
七
日    ･･･

築
地
本
願
寺

◆
先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、
若
い
者
と
も
共
生
き
の
強
化
団
体
で
す
。

門
信
徒
会
親
睦
一
日
研
修

       

（
六
月
定
例
法
座
兼
）

 
　   

…
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ご
縁
」

                  

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日   

                                ･･･

築
地
本
願
寺

◆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
昭
宏
さ
ん
の

   

講
演
お
よ
び
、 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

   

拝
聴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。



」
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合
同
盆
法
要
（
全
八
回
）

　

                     

平
成
二
十
六
年
八
月
十
三
～
十
五
日

　
　
　
　

                      ･･･

二
四
八
家
族
六
七
五
名

◆
ご
先
祖
様
曰
く
「
皆
が
元
気
で
う
れ
し
い
よ
。

　
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
楽
し
く
生
き
て
ほ
し
い
な･･･

」　

東
京
教
区
総
代
・
世
話
人
研
修
会

                                                              

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

                                                             　
　
　

 ･･･

築
地
本
願
寺

教
覚
寺
仏
教
壮
年
会
長
照
寺
参
拝

                                     

平
成
二
十
五
年
九
月
七
日

                                                    ･･･

二
十
名

◆
静
岡
市
内
に
あ
り
ま
す
教
覚
寺

　

仏
教
壮
年
会
の
皆
様
が

　

当
長
照
寺
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。　

秋
季
彼
岸
会
法
要   

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
三
日   

⋮
一
四
〇
余
名

◆
ご
講
師　

     

島
津　

惠
航　

師

親
鸞
聖
人
関
東
伝
道
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
・

門
信
徒
の
つ
ど
い
（
門
信
徒
会
親
睦
一
日
研
修
）

  

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日  ･･･

築
地
本
願
寺

◆
親
鸞
聖
人
関
東
伝
道
八
〇
〇
年
を
迎
え
、 

聖
人
の
ご
遺

　

徳
を
偲
び
な
が
ら
慶
讃
法
要
へ
参
拝
を
し
、
参
拝
後
静
岡

　

東
組
内
の
ご
門
徒
の
皆
様
と
交
流
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
お
よ
び
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。　

初　

産　

式 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
日

　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
二
日

   

久
原　

実
子
（
な
お
こ
）
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

渡
辺　

瑛
人
（
え
い
と
）
く
ん

　

  

※
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日
生　
　
　
　

  

※
平
成
二
十
六
年
八
月
十
日
生

◆
誕
生
の
喜
び
を
仏
様
に
報
告
し
、
感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

境
内
清
掃
作
業
・

親
睦
懇
親
会         　
　

 

       

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
七
日

                       ･･･

一二
〇
余
名

◆
作
業
終
了
後
の
ス
イ
カ
の
味
は

　

格
別
で
し
た
。

お
寺
の
臨
海
学
校
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会
）

 　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
～
八
月
二
日    ･･･

神
奈
川
県
鎌
倉
市

◆
静
岡
・
神
奈
川
・
山
梨
県
内
の
小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
が
集
ま
り
、

　

鎌
倉
の
建
長
寺
に
て
座
禅
体
験
や
江
の
島
水
族
館
の
見
学
等
を
し
て
ま
い
り

　

ま
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
お
よ
び
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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平
成
二
十
七
年
四
月
、
春
の
う
ら
ら
か

な
時
期
を
選
び
末
広
和
顔
会
作
品
展
と
決

め
ま
し
た
。

　

今
回
予
定
さ
れ
て
居
り
ま
す
作
品
展
は
、

平
成
十
七
年
よ
り
始
め
て
第
六
回
と
な
り

ま
す
。
門
信
徒
の
皆
様
の
毎
回
大
変
な
協

力
を
い
た
だ
き
、
又
作
品
の
種
類
も
数
多

く
力
作
揃
い
で
、
い
つ
も
楽
し
く
展
示
作

業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
。　

　

今
回
も
作
品
の
種
類
、
点
数
等
は
自
由

で
御
座
居
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
準
備

の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

要
項
等
は

後
日
ご
案

内
い
た
し

ま
す
。

開
催　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
～
十
二
日

   今　  後　  の　  活　  動　  予　  定
平成２６年
１０月２３日 (木) 門信徒会親睦ゴルフコンペ 三島カントリー倶楽部

１１月１６日 (日) 長照寺報恩講 　　　本　堂

１２月   ７日 (日) 境内清掃作業 　　　境　内

１２月３１日 (水) 除夜会 　　　本　堂

平成２７年

１月   ４日 (日) 修正会・新年会 　　　本　堂

１月１２日～１３日 ご正忌報恩講 　　  西本願寺

３月２１日 (土) 春季彼岸会法要 　　　本　堂

４月    5 日  （日） 花まつり ･ 祝入園入学慶讃法要 　　　本　堂

４月１０日～１２日
 

末広和顔会展（門信徒会作品発表会）
 　  ＴＭＯホール

  （三島商工会議所内）   

４月１２日 (日) 寺報第３３号発行 

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は第 3土曜日、午後 1時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

末
広
和
顔
会
展（
作
品
発
表
会
）の
ご
案
内

前回の末広和顔会展（作品発表会）の風景
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問１．問１．子どもが誕生し、初めてお寺へお
参りする儀式は何でしょうか。
① 初産式
② お宮参り
③ 初参式

問２．浄土真宗の門徒としての自覚をあらたに
し、お念仏申す日暮を送ることを誓う、私た
ちにとって最も大切な儀式のことを「帰敬式」
といいますが、式を受けて授かる「釋○○」
の名前を何というでしょうか。
① 戒名
② 法名
③ 諡号

問３．お焼香の正しい作法はどれでしょうか。
①お香をつまみ、頭まで持ちあげてから
   香炉へいれる
②線香に火をつけ、香炉へ立てていれる
③お香をつまみ、そのまま香炉へいれる

問４．お念珠の正しい使い方はどれでしょうか
① 片方だけにかけ、拝む
② 両手にとおし、軽く親指で押さえる
③ 両方の親指にかけ、拝む

問５．ご法事はなぜ勤めるのでしょうか。
① 亡き人が寂しがっているため
② 亡き人が迷わないように
③ 亡き人を縁に仏さまのみ教えを聞くため

問６．本願寺（西本願寺）には、親鸞聖人の御
真影（ごしんねい）を安置する「御影堂」が
ありますが、何と読むでしょうか
① ごえいどう
② みえいどう
③ おかげどう

問７．京都にある親鸞聖人のご廟所は何と呼ば
　れているでしょうか
① 大谷本廟
② 龍谷本廟
③ 大谷祖廟

問８．過去に本願寺があった跡にたてられたお
城は何でしょうか
① 二条城
② 大阪城
③ 姫路城

問９．浄土真宗の中興の祖と呼ばれる歴代宗主
さまはどなたでしょうか
① 顕如上人
② 鏡如上人
③ 蓮如上人

問１０．本年６月６日に法統を継承されました、
第２５代ご門主さまはどなたでしょうか
① 専如さま
② 即如さま
③ 勝如さま

第２回　浄土真宗クイズ
ご家族みんなでチャレンジしてみてください。
クイズ全問正解者の中から１０名様に、お寺から豪華記念品（記念品はお楽しみ）を
ご用意しております。ご門徒の皆様、ふるってご応募ください！！
※応募方法は下記をご覧ください。

応募方法   ハガキに「①クイズの答え」「②郵便番号」「③住所」「④氏名」「⑤電話番号」を
               もれな く記入の上、下記の宛先までお送り下さい。

   宛先　〒 411-0044　静岡県三島市徳倉 1195-817　長照寺　宛
応募期間   平成２６年１１月３０日まで　※当日消印有効
結果発表　当選者への発送をもって発表にかえさせていただきます。
　            ※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。

前回「浄土真宗クイズ」の答え
問１．③　問２．②　問３．②　問４．①　問５．③　問６．②　問７．②　問８．②　問９．③　問１０．③
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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成27年4月12日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斎藤・園田　

平成26年度上期の行事

平成26年7月10日
久原　実子（なおこ）ちゃん

平成26年10月12日
渡辺　瑛人（えいと）くん

初 参 式初 参 式


